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申請の概要 

静脈内鎮静下での歯科治療時において患者が咳嗽反射を起こすと、歯科処置の質の低下を招くとともに、治療中断時間が長くなることに

より治療の進行を妨げる。 

咳嗽反射が静脈内鎮静下で歯科治療中に起こる因子を解析するために過去３年間のすべての静脈内鎮静下において咳嗽反射が起こった

記録を対象とし患者の年齢、性別、身長、体重、BMI、既往歴、トータル鎮静時間、処置時間、鎮静薬を投与する前のバイタルサインの測

定値、咳嗽反射が起こった時のバイタルサインの測定値、処置内容、処置部位、術者の熟練度、酸素や亜酸化窒素の使用の有無（使用した

場合はリットル数も記載する）使用した鎮静薬の種類および投与量をデータ化する。そして多次元時系列データ解析を用いて計算すること

により咳嗽反射を起こす因子を探索的に推定することを目的とする。 

本研究により咳嗽反射の因子が明らかになれば、患者には安全な歯科治療を提供し、術者には円滑な治療環境を提供することが可能にな

るものと期待される。 

 

 


